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令和６年６月能代市議会定例会の開会に当たり、提出議案の説明に先立ち、その

後の市政及び諸般の動きなど、その大要を御報告いたします。 

 

初めに、令和６年能登半島地震に伴う被災地支援についてでありますが、これま

で、本市においては、１月下旬に家屋被害認定調査に従事する職員を新潟市に、３

月中旬には避難所における被災者の健康管理等の業務に従事する職員を石川県金沢

市に派遣し、被災地の支援を行ってまいりました。また、応急対策職員派遣制度に

基づき総務省から要請を受けた秋田県からの依頼により、５月３０日から６月３日

までの期間、家屋被害認定調査に従事するため石川県七尾市に職員１名を派遣いた

しました。引き続き関係機関と協力・連携しながら被災地の支援に努めてまいりま

す。 

 

悪土川の治水対策についてでありますが、令和５年７月の浸水被害を受け、国・ 

県・市では米代川水系流域治水検討会を組織し、関係者との協働による「流域治水」 

を基本とした複合的な対策について検討・協議を重ね、６年３月２５日に「悪土川

水災害対策プロジェクト」が公表されております。 

本プロジェクトは、それぞれの主体が様々な対策を集中的かつ効果的に進めるこ

とが重要であるとし、国では米代川の流下能力向上を図る河道掘削等を、県では悪 

土川の河川改修、河道掘削及び雑木の伐採・撤去等を実施することとしております。 

市といたしましては、東栄団地地域における市道の冠水頻発箇所において道路の

嵩上げを実施するほか、開発行為に対する雨水貯留・浸透施設の設置指導、住宅リ

フォーム支援事業による浸水対策及び住宅復旧支援等に取り組むこととしており、

引き続き国・県との連携のもと本プロジェクトを推進し、浸水被害の軽減に努めて

まいります。 

 

次に、水素ラボ構想についてでありますが、能代市次世代エネルギービジョンで

は、本市における水素エネルギーの利活用に向けた取組の方向性を掲げており、そ

の実現に向けた施策のひとつとして、ＪＡＸＡと連携した水素ラボ構想の検討を進

めております。 

本構想は、能代ロケット実験場で廃棄処分されている水素ガスを回収・再利用し、

ベンチャー企業等へ無償提供するとともに、企業や大学等が集まり技術検証や製品

開発、研究等を行うことが出来る拠点を整備しようとするもので、ＪＡＸＡや大学

等と連携して水素を中心としたエネルギーに関する専門的な教育・研修を行うこと

も視野に入れております。 

現在、関係機関との連携体制について協議中であり、まずは本市とＪＡＸＡ、早
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稲田大学及び秋田大学の４者でプロジェクトチームを発足し、水素ガス再利用施設

に必要な機能と仕様の検討や、水素ガスを利用するベンチャー企業の掘り起こし等

を進めるほか、秋田県等とも連携し、地域企業の水素分野への参入機会創出等に向

け取り組んでまいりたいと考えております。 

 

民間と連携した海外人材受入れの環境づくりについてでありますが、昨今、人口

減少により国内の労働力不足が深刻化しており、国では特定技能制度による受入業

種拡大や、技能実習制度の育成就労支援制度への移行を決定するなど、海外からの

労働者確保に向けた動きが加速しております。 

この地域においても、ここ数年のハローワーク能代管内の有効求人倍率が２倍程

度で推移するなど、深刻な労働力不足となっており、海外人材受入れの必要性が高

まってきております。 

こうした中、能代商工会議所では東南アジアの大学と提携し、インターン受入れ

の取組を開始したほか、市内企業の中でも国の制度改正に対応し、新たに海外人材

の活用を模索する動きが出てきております。 

市といたしましては、労働力不足解消に向けた海外人材の受入れを地域全体の課

題として捉え、企業等の動きと連携しながら、受入れの必要性や課題に関する情報

提供、受入企業等への支援のほか、相談体制の整備等、海外人材が地域で安心して

働ける環境づくりを検討してまいりたいと考えております。 

 

次に、「能代市こども計画」についてでありますが、国のこども大綱策定を受け、 

こども施策を総合的に推進するため、計画期間を令和７年度から１１年度までの５

年間とし、６年度末までに策定することとしております。本計画は、既存計画と一

体的に策定することが可能とされていることから、「第２期能代市子どもの未来応

援計画」及び「第３期能代市子ども・子育て支援事業計画」を一体化し、少子化社

会対策やこども・若者育成支援に係る施策等を盛り込んだ計画といたします。 

策定にあたりましては、こどもたちからも意見を直接聴取し、計画に反映するこ

ととされております。今後、アンケートや意見交換等を実施するほか、庁内検討会

議や子ども・子育て会議等で議論を重ね、こどもの健やかな成長を地域全体で支え

る「こどもまんなか社会」の実現に向け、策定を進めてまいります。 

 

能代市老人憩の家「白濤亭」についてでありますが、本施設は建設から５０年が

経過し、著しく老朽化が進んでおり、ボイラー等の設備の故障や不調が発生したほ

か、浴室タイルの剥がれや建物自体の歪みもみられ、安全性にも不安が生じている

ことから、大規模改修が必要な状況となっております。 
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「能代市公共施設等総合管理計画」及び「能代市高齢者福祉計画・第９期介護保

険事業計画」では、本施設において大規模改修が必要な場合は、廃止・解体を検討

することとしており、改修費用や経過年数を踏まえ、今年度末をもって廃止したい

と考えております。今後、利用者の皆様に対し、周知に努めてまいります。 

なお、本施設の指定管理期間は令和９年３月３１日までとなっており、期間満了

前の廃止となりますが、基本協定書において、施設を廃止する場合は指定を取り消

すことができると規定していることから、指定管理者である東北ビル管財株式会社

に対し状況を説明し、理解をいただいております。 

 

次に、能代港開港５０周年の関連行事についてでありますが、６月２５日から旧

料亭金勇において、５０年という年月の中で能代港が移り変わってきた様子を感じ

ていただけるよう過去から現在までの貴重な写真・資料等の記録展示会を開催いた

します。また、７月５日に記念式典を開催し、能代港の発展に寄与された方々への

感謝状の贈呈、講演会等を行い、地域内外からの多くの皆様とともに、お祝いした

いと考えております。 

７月６日、７日には、３０回目となる「のしろみなと祭り」が能代港大森ふ頭で

開催されます。現在、のしろみなと祭り実行委員会をはじめとする関係団体等と準

備を進めており、港湾業務艇での洋上見学、海上自衛隊の音楽隊による演奏及び護

衛艦の一般公開等、来場者の皆様が港で楽しいひと時を過ごせるような企画が用意

されております。 

６日には、「ブルーインパルス」による展示飛行が本市で初めて行われます。こ

の展示飛行は、これまで地域の経済や物流を支えてきた能代港の開港５０周年を地

域の皆様とともにお祝いするため、地元の国会議員、能代商工会議所や秋田県等と

連携した招致活動により実現したものであります。 

我が国が誇る展示飛行が本市で実施されることは、大変光栄なことであり、「の

しろみなと祭り」の来場者や、本地域を含む多くの皆様に大きな驚きと感動を与え

るものと期待しております。 

この節目を機に、地域の皆様から能代港の重要性を再認識していただくとともに、 

港の更なる活用、そして港を中心とした県北地域の発展に向けて取り組んでまいり

ます。 

 

次に、ツキノワグマの出没状況についてでありますが、昨年度、本市においては、 

人里や市街地への出没が相次ぎ、目撃件数は１２７件、捕獲頭数は７１頭となりま

した。今年度の目撃件数は、５月末現在で６件となっております。 

秋田県では、目撃件数が例年より多いことや人身被害が複数発生したことを踏ま
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え、４月１８日から６月３０日までを期間としてツキノワグマ出没警報を発令して

おります。 

市といたしましては、今後も防災行政無線等による注意喚起を行うとともに、鳥

獣被害対策実施隊や関係機関等と連携しながら、被害防止に努めてまいります。 

 

次に、旧仁鮒小学校校舎の解体工事に係る住民監査請求についてでありますが、

能代市監査委員から、令和６年５月１４日付で市民から提出された住民監査請求に

ついて、５月１７日にこれを受理し、監査を執行する旨、市に対して通知がありま

した。 

監査項目は、「旧仁鮒小学校校舎解体に係る予算執行と工事入札の公募を行う行

為が違法又は不当な行為に該当するか否か」であります。 

解体工事に係る手続については、監査の結果等を踏まえ、判断してまいります。 

 

次に、督促手数料についてでありますが、令和５年４月から、市税の一部に、全

国共通のＱＲコードが導入され、納税義務者は、スマートフォンアプリ決済やクレ

ジットカード、インターネットバンキング等を活用したキャッシュレス納付が可能

となったほか、ＱＲコードに対応した全国の金融機関で市税を納付することができ

るようになりました。 

その一方で、納期限を過ぎて、督促状を発送した場合には、市税の納付時に督促

手数料を徴収することとなりますが、ＱＲコードを利用した納付では、督促手数料

を徴収することができないため、別途、納入通知書を送付する必要がありました。 

しかし、こうした事務には督促手数料以上の費用を要することから、本市では、

能代市市税条例の特例規定に基づき、ＱＲコードを導入した市税については、督促

手数料を徴収しないこととしております。 

今後、税外収入を含めたキャッシュレス納付の拡大が想定されることや、県内で

は既に複数の市が督促手数料自体を廃止していることから、本市においても廃止に

向けて検討を進めてまいります。 

 

次に、単行議案について御説明いたします。 

能代市檜山地域拠点施設条例の一部改正は、能代市檜山地域拠点施設に冷暖房機

器を設置することに伴い、冷房使用時の使用料の額を定めようとするものでありま

す。 

能代市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正は、

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、小規模保育事業

所及び事業所内保育事業所における満３歳以上の児童に係る保育士等の配置基準を
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改めようとするものであります。 

このほか、能代市総合体育館大規模改修工事の請負契約２件、土地の処分及び市

営万町住宅建替事業建設工事（建築主体工事）の請負契約の変更について提案して

おります。 

 

次に、令和６年度能代市一般会計補正予算案の概要を御説明いたします。 

このたびの補正予算については、これまでに国、県から内示等を受けた事業につ

いて所要額を計上したほか、市単独事業は、当面緊急を要するものについて補正し

ております。 

まず、歳入の主なものとしては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、畑

地化促進事業費補助金の計上、能代工業団地拡張用地売払収入、財政調整基金繰入

金、新型コロナワクチン定期接種助成金の追加であります。 

次に歳出の主なものについて御説明いたします。 

総務費においては、水素ラボ計画策定事業費６１７万８千円を計上したほか、空

家対策事業費１，０００万円を追加しております。 

衛生費においては、高齢者予防接種費１億３，４５９万３千円を追加し、農林水

産業費においては、畑地化促進事業費補助金１，６６２万５千円を計上しておりま

す。 

商工費においては、能代工業団地拡張事業費（工業団地東側）７，０９３万１千

円を計上したほか、教育費においては、檜山安東氏城館跡保存管理事業費６０３万

３千円を減額しております。 

以上、一般会計補正予算案の概要を申し上げましたが、補正額は２億５，６９０

万６千円となり、これを５月補正後の既定予算に加えますと、一般会計の総額は３

５０億４，６６４万円となります。 

このほか、令和６年度能代市国民健康保険特別会計補正予算案及び水道事業会計

補正予算案につきましては、提案の際、詳細に御説明いたしますので省略させてい

ただきます。 

 

なお、農業委員会委員の任命及び常盤財産区管理委員の選任については、後日追

加提案させていただく予定であります。 

 

以上、よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 


